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お弁当作りは
私は普段、宮城県内の足湯に行くことが多く、
地元の温泉地を巡るのがちょっとした楽しみ
になっています。足湯が好きで、見つけるとつい寄りたくなる
タイプなのですが、栃木県の足湯にはあまり行ったことがあり
ませんでした。そんな中、栃木県に旅行に行った際に「せっか
くだし寄ってみよう」と立ち寄ったのが、那須塩原市にある湯
っ歩の里です。これが思いがけず素晴らしい体験で、足湯好き
としてはかなり心をつかまれました。湯っ歩の里には足湯回廊
があり､「熱め」と「ぬるめ」に分かれた全長６０メートルの日
本最大級の足湯が楽しめます。３０メートルずつ続く回廊には
大小さまざまな石が敷き詰められていて、歩くことで足ツボ刺
激を受けながら血流を促すことができます。普段は座ってゆっ
くり浸かるタイプの足湯ばかりだったので、歩きながら楽しめ
る足湯はとても新鮮でした。浴槽の周りにはベンチもあり、足
湯に浸かりながらゆったりおしゃべりを楽しむこともできます。
さらに、源泉から直接引いた温泉を飲むことができる飲泉堂や、
歴史を感じられるスポットも併設されています。今回は時間が
なく、熱めの足湯だけしか入れませんでしたが、それでも十分
にリフレッシュできました。次はゆっくり時間をとって、歩く
足湯で体をほぐしたり、ベンチでのんびり浸かったり、どちら
も楽しみたいと思っています。入館料はかかりますが、その価
値はしっかり感じられる場所です。栃木県に遊びに行かれる際
　　　　　　　　　　　　　　　　　は、ぜひ湯っ歩の里で足
　　　　　　　　　　　　　　　　　湯に浸かって日頃の疲れ
　　　　　　　　　　　　　　　　　を癒してみてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　足湯好きの方にも、初め
　　　　　　　　　　　　　　　　　ての方にもおすすめです。

こんにちは、
業務部の
RIKU です
　　　　　　　　皆さんにんにくはお好きですか？私は大好きです。
　　　　　　　匂いが強いので、好き嫌いは分かれる食べ物だと思います。
　　　　　　　ちなみに同じ部署の人からはにんにく臭い＝私というイメ
　　　　　　　　　ージが定着してしまう程には食べております。そんな
　　　　　　　　　にんにく臭い私が紹介したいのが、ご存知の方も多い
　　　　　　　　　かと思いますが「ラーメン☆ビリー」です。
　　　　　二郎系ラーメンの詳細は省きますが、このお店では二郎系ラー
　メンの特徴でもあるラーメンの提供前に聞かれるニンニク・ヤサイ・ア
　ブラの量、味の濃さ (カラメ ) をタッチパネルで注文することができる
　ので、初めての方でも気軽に注文できます。なので二郎系ラーメンを食
　べてみたいけどよくわからないといった方にもおすすめできるラーメン
　です。さて、写真のラーメンをご覧ください。上にある白いのが全て
　ニンニクでございます。ここからは私の感想です。いや～つい見惚れて
　しまいますね。最初の一口目は電流が走るかのような美味しさが突き抜
　けてきます。個人的にはチャーシューの上にニンニクを乗せてスープに
　沈まないようにして食べるのが好きで、後々にチャーシューとニンニク
　を一緒に食べるのは最高の組み合わせです。
　こんな量を食べるとお腹がとんでもないこと
　になりますが、こうなってこそニンニクを食
　べたなと実感するのでこうなるまでがセット
　でございます。こんな話をして食べたくなる
　のかは正直微妙な所だとは思うのですが、適
　量にして頂ければ本当に美味しいので気にな
　った方は是非行ってみて下さい。私と一緒に
　　　　　　ニンニクを楽しんでいきましょう。
　　　　　　　ただ、食べるタイミングと
　　　　　　　　　量には気をつけてください。

好きなラーメンについて

初回となります今回は「白毛」馬について紹介したいと思います。
競馬で走っているサラブレッドの毛色は 8 種類あって主なものとして鹿毛（かげ）、黒鹿毛（くろかげ）、
栗毛（くりげ）、芦毛（あしげ）などがあり、その中の 1 種類として白毛（しろげ）があります。白毛は
他の色の馬に比べてというか全世界的にも極々少数のレアな存在です。というのも突然変異的に産まれる
ため、競馬の世界でもその白さのメカニズムが十分に解明されていない真白な馬体の馬なんです。
そんな白毛馬が３０年前に突然、日本で誕生しました。牝馬（ひんば、雌馬のこと）として産ま
れたこの馬はその美しい真白な姿から「シラユキヒメ」と名付けられました。競争成績は振るわ
ず、勝ち上がることはできませんでしたが、日本一の生産牧場・ノーザンファームでアメリカ
から高額購入した繁殖牝馬に当時最高の種牡馬（しゅぼば　種馬のこと）サンデーサイレンス
を種付けして産まれたシラユキヒメは、引退後の繁殖も期待されました。懸念事項は、白毛馬の繁殖牝馬自体が世界的に
も例がないことや競争成績が振るわなかったことが挙げられますが、最大の関心事は白毛から白毛が生まれるのか？とい
うことだったと思います。繁殖の結果、初めて産まれた仔馬（こうま）は見事白毛として産まれ（でも勝ち上がれず）、
２番目の仔馬がまたも白毛として産まれ、日本の白毛馬として初勝利を上げる活躍をしました。さらに３番仔の待望の牝
馬ユキチャンが白毛馬初の重賞ウイナーになるなど、活躍馬をどんどん排出しました｡（白毛馬以外も生まれましたけどね。）
※子供たちの名前が「白」にちなんだ楽しい名前ばかりなんですよ・・・例えばシロクンとかマシュマロとかぶち柄模様
の白毛のブチコとか・・・他にもたくさん (^^♪ そして孫の世代からは世界初の白毛のＧ１馬となったソダシが登場して
テレビでも随分注目されましたね。そのソダシもお母さんになって更にこのシラユキヒメ一族（白毛一族とも競馬界では
言われてます）が繁栄しているんです。そしてその一族の１頭が６０周年記念旅行先にもなっている北海道のノーザン
ホースパークに繋養されているんです。シラユキヒメの孫でありソダシの従妹でもあるその馬は「ハヤヤッコ」といい
白毛の牡馬（ぼば　男馬のこと）です。昨年まで競走馬
として活躍してＧ２も勝っておりましたが、怪我で引退
してこちらに繋養されることになりました。是非ともそ
のきれいな姿を見て思い出の一つにしてみてください。
他にもＧ１馬で種牡馬を引退した名馬とかディープイン
パクトのお母さんとかもいるので競馬好きにはたまらな
いですし、他にも乗馬や様々なアトラクション、飲食も
できるノーザンホースパーク、楽しみですね。
それでは競馬豆知識コーナーの第一回を終わります。
評判により２回目以降もあるかもね！？それではまた。

競馬マニア S 谷の
競馬豆知識のコーナーです！

伸びしろ無限大∞　自分探しトラベラーＨ

　冒頭のご挨拶でもお知らせしましたが、 今回すごろくを作ることができま
せんでした。 大変申し訳ありません m(__)m
人事異動など言い訳を重ねればキリがないのですが、 テキトーに済
ませることはしたくなかったんです。 次回、 全力ですごろくを完成させます
ので、 どうかご容赦いただき広い心でお待ちいただけますと嬉しいです。
次号は鈴木工業の 60 回目のお誕生日を迎えた後のタイミングでの
発行となりますので、 様々な行事のご報告などもあって盛りだくさんにな
りそうです。 早めのスタートを心掛け、 みなさまにお楽しみいただける紙
面づくりを目指します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集長 S


